
禁煙分野
総合事例集

健康寿命を
のばそう！



スマート・ライフ・プロジェクトとは？

「健康寿命をのばそう!」をスローガンに、国民全体が人生の最後まで元気に健康で楽しく毎日が送
れることを目標とした国民運動です。プロジェクトに参画する企業・団体・自治体と協力・連携し
ながら、運動、食生活、禁煙、 健診・検診の受診について具体的なアクションの呼びかけを行い、
さらなる健康寿命の延伸を推進しています。

厚生労働省では「国民の『健康寿命』の延伸」をテーマとして生
活習慣病の予防や健診・検診の定期的な受診の必要性などに
ついて普及・啓発をしていただくため、プロスキーヤー・冒険
家の三浦雄一郎さん、女子マラソン五輪メダリストの有森裕
子さん、シンガーソングライターの平原綾香さんの3名を「い
きいき健康大使」として任命いたしました。スマート・ライフ・
プロジェクトでは、「いきいき健康大使」と共に、生活習慣病
予防に向けたさまざまな取組を紹介していきます。

『いきいき健康大使』のご紹介
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お客様と従業員に健康と喜びを
株式会社グローバルダイニング

おいしい空気のまちびばいを目指す「美唄市受動喫煙防止条例」制定とその後の取り組み
美唄市（北海道）

行田市に無煙世代を育てよう 〜医師会と関係団体が連携した喫煙率低下への取り組み〜
一般社団法人行田市医師会

「たじみ健康ハッピープラン」に基づく地域ですすめる喫煙対策
岐阜県多治見市

総括 ー禁煙分野ー
公益社団法人地域医療振興協会 ヘルスプロモーション研究センター センター長　中村 正和

全社員で考えた禁煙への取り組み
アクロクエストテクノロジー株式会社

e ラーニングを用いた禁煙治療・支援のための
指導者トレーニングプログラムの開発と普及（J-STOP） プロジェクト
日本禁煙推進医師歯科医師連盟

本書は、平成24年度から厚生労働省が行っている「健康寿命をのばそう！アワード」において、

過去受賞者から「禁煙」の優良事例をまとめた総合事例集です。

今後、新たに健康寿命を伸ばすための取組をしていきたい、現在の取組を見直したいとお考えの

企業、団体、自治体の皆様に向けてお送り致します。

従業員や職員、住民の皆様に対して、生活習慣病予防の啓発活動及び

健康寿命をのばす事例の参考となることを期待しています。

健康寿命をのばそう！アワード
総合事例集（禁煙分野）について
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概要・特徴

地域の喫煙対策に取り組む、３つの柱
多治見市では地域での喫煙対策を、関係機関との連携によって総合的に推進している。（※下記の取組内容は、受賞当時のものになります。）

○

○

取組の３つの柱
第一に公共施設敷地内禁煙や路上喫煙地区指定など禁煙環境の整備、第二に禁
煙支援として、通信制禁煙支援講座の開設や禁煙自主用教材の開発、妊産婦禁煙
支援・再喫煙予防支援、禁煙サポート薬局事業等を展開。第三に未成年者喫煙対
策として、未成年禁煙支援システムの構築や教育委員会等と連携した小・中・高の
喫煙防止教育、保育園等での喫煙防止紙芝居等を実施した。
その他の取組
禁煙支援者や市民向けのセミナー、世界禁煙デーやお祭りでの受動喫煙防止啓発
活動等を実施。喫煙対策に特化した検討会議を設置し、推進体制の強化を図った。

なお、現在は、令和２年４月１日に「多治見市 望まないタバコの被害から市民を
守る条例」を施行し、前述の「健康寿命をのばそう！アワード」受賞当時の取組内
容から変更し、喫煙対策を推進している。

第1回 厚生労働省健康局長 優良賞 自治体部門

受賞者 岐阜県多治見市

所在地 〒 507-8787 岐阜県多治見音羽町１丁目 233 番地 電話 0572-23-5960

「たじみ健康ハッピープラン」に基づく地域ですすめる喫煙対策プロジェクト

概要・特徴

おいしい空気のまちびばいを目指す受動喫煙防止対策
妊産婦や子どもたちをはじめとする市民が、たばこの煙による健康影響を避け、健康で快適な生活の維持を図ることを目的に「美唄市受動喫煙防止
条例」を平成27年12月に制定、平成28年7月に施行した。令和2年4月の改正健康増進法の全面施行に合わせて令和２年3月に条例を改正し、令和２
年4月から施行している。

第6回 厚生労働省健康局長 優良賞 自治体部門

受賞者 美唄市（北海道）

所在地 〒 072-0026 北海道美唄市西 3 条南 3 丁目 6 番 3 号 電話 0126-62-1173

おいしい空気のまちびばいを目指す「美唄市受動喫煙防止条例」制定とその後の取り組み　プロジェクト

○

○

条例改正のポイント
条例により、心筋梗塞、脳卒中の予防効果が明らかとなった一方、乳児の父親の喫煙率
はおおむね50％と高く、妊産婦や子どもたちを受動喫煙から守る環境づくりをより一層
推進することを目的に令和２年3月に条例を改正。
妊産婦や子どもたちのいる屋内と車の中、歩行中・自転車走行中の喫煙をしないこと、公
園・学校・児童福祉施設の敷地から100ｍ以内の路上での受動喫煙防止に努めるよう定め
た。また、加熱式たばこ、電子たばこも紙巻きたばこと同等の規制の対象とした。
受動喫煙防止のためのPR
子育て世代や子どもたちが親しみやすいポスター、チラシ、ステッカーによる周知と、市内小
中学生からのたばこメッセージ展を実施するとともに、同メッセージ展の優秀作品によるポス
ターを作成し、市民や関係者を啓発。あわせて、喫煙防止教育や禁煙支援を充実させ、「おいし
い空気のまちびばい」を目指して活動を展開した。
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概要・特徴

飲食業界でいち早く館内全面禁煙へ
平成19年9月には空間と時間による分煙化を明確にし、平成22年3月には健
康増進法25条の施行に伴い、業界内ではいち早く全館禁煙に踏み切った。

第2回 厚生労働省健康局長 優良賞 企業部門

受賞者 株式会社グローバルダイニング

所在地 〒 107-0062 東京都港区南青山 7-1-5 コラム南青山 8 階 電話 03-3407-0561

お客様と従業員に健康と喜びをプロジェクト

○

○

受動喫煙のリスクを回避
飲食業界では全面禁煙は難しいとされていたが、禁煙法を早くから施行し
ているアメリカやイギリスなどの欧米先進国を模範とし、お客様と従業
員の健康を第一に考え、受動喫煙による危険性を回避するために、シガー
バーを除く全店舗にて全館禁煙とした。
従業員にも禁煙を推奨

「いつまでも自分の歯で美味しく食べること」を理想とし、従業員にも禁煙を推
奨。また、接客上のマナーとしてデンタルフロスの使用も推奨した。

概要・特徴

全社員で考えた禁煙への取組
全社員で話し合い、全社禁煙にすることを決定。この時点で、社長はヘビースモーカー
だったが、全員で決めたことだからと社長も禁煙に参加した。喫煙をやめるために、具
体的には次のような3つの取組を行った。

○

○

○

取組①：7分ルール
喫煙所に行く場合、キッチンタイマーを7分にセットし、フラグを立ててから行く
こと。
取組②：ペナルティ設定
喫煙所から7分以内に戻らなければ、1000円をペナルティとして懇親会費へ。また、喫
煙所に行っている間にその人宛てに電話が来たら、ペナルティ1000円。
取組③：原則喫煙者不採用
喫煙者は採用しない。ただし、新卒入社の場合は、喫煙者であっても、入社前年の8月ま
でに禁煙できれば採用する。

喫煙者と非喫煙者が同じ場で話し合ったことが、成功のポイントだと考えている。

第4回 厚生労働省健康局長 優良賞 企業部門

受賞者 アクロクエストテクノロジー株式会社

所在地 〒 222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-17-2 友泉新横浜ビル 5 階 電話 045-476-3171

全社員で考えた禁煙への取り組みプロジェクト
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概要・特徴

医師会と関係団体が連携した喫煙率低下への取組
行田市医師会が中心となって行田市・行田市薬剤師会に働きかけ、互いに
連携しあいながら、市民の喫煙率低下・受動喫煙防止を目的に、3つの事
業を実施。

（1）小学生を対象とした喫煙防止教育
医師会と行田市教育委員会が協力し、行田市内にある16校すべての小学校に
おいて、平成21年から現在まで、「喫煙防止教育」を実施。プログラムとしては、
①児童・保護者・教員への事前アンケート
②医師による喫煙防止講演
③児童・保護者による感想提出
④感想へ講師がコメントを記入し返却　という内容である。
児童に対して「喫煙させない」という目的があるのはもちろん、保護者に
も感想を書いてもらうことにより、家庭内でタバコについて親子で話を
する機会を提供し、子どもを通じて父母に対し禁煙を勧める目的もある。
この取組をあと10年継続することにより、11歳から30歳までの市民が
この教育を受けている状況をつくり、タバコを吸わない親を育て、その
親を起点にその子もタバコを吸わない、無煙世代をつくる好循環を形成
したいと考えている。健康寿命をのばそう！アワード受賞当時で、この

教育を受けた児童数は4729人に上る。また同時に実施した教員に対す
るアンケートには935人から回答をもらった。

（2）禁煙チャレンジサポート事業
行田市の事業として「禁煙チャレンジサポート事業」を平成24年11月か
ら実施。毎年50人、各人1万円を上限に、禁煙外来の受診費用に対し助
成金を支給することにより、禁煙外来への受診を促した。平成28年7月
末現在で、本事業に登録した市民は140名。禁煙に成功し、助成金を受
けた市民は94名であった。

（3）禁煙サポーター薬局事業
行田市薬剤師会が市の協力を受け、「禁煙サポーター薬局」事業を平成28
年5月から実施。日本禁煙学会の禁煙サポーター講習を受講した薬剤師が
いる保険薬局を、「禁煙サポーター薬局」として市が認定し、スモーカライ
ザー（呼気中の一酸化炭素濃度測定器）を無償貸与した。禁煙サポーター薬
局では、希望者を無料で測定し、喫煙・受動喫煙の害についての啓発と生
活習慣改善指導を行うとともに、禁煙希望者にはニコチンガム・パッチを投
与し、禁煙治療を行う体制を整えた。重喫煙者や合併症がある方には、禁
煙外来受診を勧奨することとした。開始した5月から7月末までの3か月弱
の間に、9つの薬局で合計55人の利用があった。このうち43人に対しては
生活習慣の改善助言を行い、5人に対しては禁煙外来の受診勧奨を行った。

第5回 厚生労働省健康局長 優良賞 団体部門

受賞者 一般社団法人行田市医師会

所在地 〒 361-0066 埼玉県行田市大字上池守 44 電話 048-556-8040

行田市に無煙世代を育てよう
〜医師会と関係団体が連携した喫煙率低下への取り組み〜

プロジェクト

概要・特徴

eラーニングプログラムの開発
まず平成20〜21年にかけて禁煙外来における禁煙治療の方法
を学習するeラーニングプログラム「禁煙治療版」を開発。
また、平成23年には日常診療の場や薬局・薬店において短時間
で禁煙のアドバイスをする方法を学習する「禁煙治療導入版」
と、地域や職域の保健事業の場において禁煙支援を行う方法を
学習する「禁煙支援版」を開発した。
eラーニングプログラムの効果検証と横展開
平成22年からは全国の禁煙治療登録医療機関、自治体や学会、
保険者などの保健医療従事者を対象として、開発したプログラ
ムの効果検証を兼ねた普及活動を展開した。

第3回 厚生労働省健康局長 優良賞 団体部門

受賞者 日本禁煙推進医師歯科医師連盟

所在地 〒 807-8555 福岡県北九州市八幡西区医生ヶ丘 1-1 産業医科大学健康開発科学研究室内 電話 070-5497-5742

eラーニングを用いた禁煙治療・支援のための
指導者トレーニングプログラムの開発と普及（J-STOP） プロジェクト

プロジェクト

喫煙関連疾患の予防と健康寿命の延伸の
実現のための医療や健診等の場での
禁煙支援・治療の充実・強化
○

○
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総括 ー禁煙分野ー

禁煙と受動喫煙防止は
健康寿命を延ばすための大前提

　人生100年時代において、生涯にわたり健康で生活できるために、禁煙と受動喫煙防止の重

要性が改めて認識されています。喫煙は免疫機能の低下と呼吸器系をはじめ全身の臓器の損傷

を引き起こし、感染症のリスクを高めることがわかっています。新型コロナウイルス感染症に

おいても、その重症化に関わることが報告されています。

　平成24年にスマート・ライフ・プロジェクトの「健康寿命をのばそう！アワード」が始まりまし

た。初回のアワードで2団体が禁煙の取組み（受動喫煙防止や喫煙防止を含む）で受賞して以来、

これまで毎年１～３団体が禁煙に関連した取組みで受賞され、既に10数件に達しています。

　受賞された取組み内容はいずれも先駆的であり、その成果が数値で客観的に評価されていま

す。今回事例集をまとめるにあたり、受賞団体すべてを紹介したいところですが、紙面の都合

で6事例を選定しました。

　自治体では、全国に先駆けて地域の総合的なたばこ対策に取組み、喫煙率を減少させた岐阜

県多治見市、健康増進法の改正に先行して受動喫煙防止の条例を制定し、心疾患等の発症の

減少が確認された北海道美唄市の２事例。企業では、飲食業界では屋内全面禁煙が難しいとさ

れていた時代に、運営する全店舗で全面禁煙を実行した株式会社グローバルダイニング、たば

こ対策の取り組みが遅れている小規模事業所において経営者と全社員が話し合って屋内禁煙と

非喫煙者の新規雇用を実現し、喫煙率０％を達成したアクロクエストテクノロジー株式会社の

2事例。団体では、医療関係者が禁煙支援や禁煙治療の知識とスキルを修得できるeラーニング

プログラムを開発し、効果検証と普及に取り組んだ日本禁煙推進医師歯科医師連盟、医師会が

行政や薬剤師会と協働して地域ぐるみで喫煙防止と禁煙の推進に取り組んだ一般社団法人行田

市医師会の２事例です。

　今後、これらの好事例をふまえ、国民の健康と命を守るための禁煙活動の輪がさらに広がる

ことを期待しています。

中村 正和

公益社団法人地域医療振興協会
ヘルスプロモーション研究センター センター長



スマート・ライフ・プロジェクト 事務局
info@smartlife.go.jp

総合事例集




